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 標記について、下記のとおり定めたので通達する。 

 

記 

 

１ 趣 旨 

  防衛医科大学校の施設を利用して部外者等に電気、都市ガス、上下水道、冷暖房を

使用させる場合の光熱水料の徴収範囲及び使用料の算定並びに徴収した光熱水料の

取扱いに関して、契約その他別に定めるもののほか、この通達の定めるところによる。 

 

２ 部外者等の範囲 

  この通達において、部外者等とは次の各号に掲げるものとする。 

  (１) 工事請負業者 

  (２) 防衛医科大学校の施設を使用して物品等を販売又は役務を提供する業者 

  (３) 防衛省共済組合（食堂、飲食物等の販売（当該自動販売機を含む。）） 

  (４) 地方公共団体及び公共企業体 

  (５) 私有電気器具を使用する次の者（以下「職員等」という。） 

    ア 職 員 

    イ 医学科学生及び看護学科学生 

    ウ 研修医官棟に居住する研修医官 



  (６) その他、使用料を徴収することが適当と判断されるもの 

３ 光熱水料の徴収 

  部外者等が電気、都市ガス、上下水道、冷暖房を使用した場合は、その使用料を徴

収するものとする。 

ただし、職員等は、私有電気器具に係る電気使用料に限る。 

 

４ 徴収料金の算定要領 

 (１) 徴収料金の算定 

    電気料金、都市ガス料金、上下水道料金、冷房料金、暖房料金（以下「電気料

金等」という。）は別表第１により算定するものとする。 

 (２) 単価の算出 

    前号の算定に用いる単価は、別表第２により算出するものとする。 

 (３) 使用量 

    電気料金等の算定に用いる使用量は、計量値によるものとする。 

    ただし、計量器を設置しない場合は、使用機器の定格容量に推定使用時間を乗

じた数値等とする。 

 

５ 徴収料金の通知、納付及び取扱い 

 (１) 徴収料金の通知、納付 

    企画部管理施設課長は、電気料金等の徴収料金について部外者等に通知する。

通知を受けた部外者等は、電気料金等を定める期日までに、総務部経理課あてに

支払う又は指定口座に振り込む。 

 (２) 徴収料金の取扱い 

    部外者等から納付された電気料金等は、国の使用料金とともに電力会社等の供

給事業者への支払いに充当する。 

 

６ 私有電気器具の電気料金取扱要領 

 (１) 使用許可 

    私有電気器具を使用する者は、職員にあっては所属長（課、室長等及び講座の

長）毎に、学生（医学科学生及び看護学科学生）にあっては規則に定められたそ

れぞれの許可権者に、研修医官棟に居住する研修医官にあっては医学教育研修セ

ンター研修管理室長にあらかじめ申請し許可を受けるものとする。 

    使用許可期間は、年度の４月から３月までの１年間を原則とし、毎年度に許可

を受ける。 

 (２) 使用許可の通知 

    所属長等はこの使用許可にあたっては、所属部署、医学生舎、看護学科学生舎

及び学生等宿舎のそれぞれ毎に、次項７の無償処置の適用を受ける器具を除き、



許可内容を取りまとめ別紙（電気器具使用許可表）により企画部管理施設課長に

通知する。 

 (３) 電気料金の算定 

    企画部管理施設課長は、電気器具使用許可表に記載された器具について電気料

金を算定し、所属長等に通知する。 

    なお、この算定に際しての私有電気器具の標準使用量等は、別表第３に掲げる

数値とする。ただし、研修医官は、計量値に基づき算定する。 

 (４) 電気料金の納付 

    所属長等は、私有電気使用者の電気料金を取りまとめ、総務部経理課あてに支

払う。 

 

７ 私有電気器具の電気料金無償の処置 

  職員等が使用する私有電気器具のうち、次の器具については電気料金を無償とする

ことができる。 

 (１) 学生が身だしなみを整える上で必要な電気器具（電気アイロン、ヘアードライ

ヤー、電気カミソリ等） 

 (２) 学生が学業のため真に必要な電気器具（パソコン、プリンター等） 

 (３) 定格消費電力５０ワット未満の電気器具 

 (４) 職員が業務のため接遇等に使用する電気器具（コーヒーメーカー、電気ポット

等） 

 

   附 則 

１ この通達は、平成２０年４月１日から施行する。 

２ 学生舎、高等看護学院宿舎及び研修医官棟に居住する者の私有電気器具にかかわる

光熱水料の取扱いについて（通達）（防医経施第８４０号）は、廃止する。 

   附 則 

 この通達は、平成２６年４月１日から施行する。 

附 則 

 この通達は、平成２８年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この通達は、令和３年３月３０日から施行する。 

   附 則 

 この通達は、令和５年７月１日から施行する。 
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別表第３ 

 

電気器具の標準使用量等 

 

１ 冷蔵庫の標準使用量 

器 具 名 標準使用量（ＫＷＨ／月） 備   考 

冷 蔵 庫 
カタログに表示されてい

る標準使用量 

使用方法が標準によりがたい場

合は、使用実態に合わせ使用量を

推定する。 

 

２ 電気器具の標準使用時間 

器 具 名 器具別使用時間数（Ｈ／月） 備   考 

テ レ ビ 

器具及び所属部署毎の使用

実態により標準的使用時間を

推定する。 

この表以外の器具につ

いては、左記と同様にその

都度定めるものとする。 

パ ソ コ ン 

ス テ レ オ 

コーヒーメーカー 

扇 風 機 

 



別 紙 

電気器具使用許可表（私有電気器具） 

 

                   通知年月日   年  月  日 

                  官 職 名 

            所属長等                        

                  氏  名                  

                                                                              

 

  下記のとおり私有電気器具の使用を許可したので通知する。 

 

使用建物  部屋名称  

使用期間   年  月  日 ～    年  月  日 

番号 電 気 器 具 名 容量(Ｗ) 使 用 者 氏 名 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 ※ 医学科学生舎、看護学科学生舎及び学生等宿舎については、建物毎に作成し部屋

名称は記入しない。 


